
【１２】

十
月
八
日
、
山
田
高
校
で
山

田
町
を
理
解
す
る
た
め
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
出
席
し
ま
し
た
。
従
来
は

「
町
長
講
話
」の
形
で
一
方
通
行

で
あ
っ
た
も
の
を
見
直
し
、
事

前
に
生
徒
か
ら
「
山
田
町
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
は
何
か
」

と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ

れ
ら
を
代
表
の
生
徒
が
わ
た
し

に
質
問
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は
▼
山
田
病
院
の

診
療
科
が
少
な
い
理
由
▼
下
水

道
の
整
備
が
進
ま
な
い
理
由
な

ど
公
共
事
業
に
つ
い
て
▼
福
祉

問
題
▼
防
災
対
策
▼
町
の
活
性

化
対
策
│
│
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
改
め
て
、

生
徒
た
ち
が
真
剣
に
山
田
町
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ

と
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

後
日
い
た
だ
い
た
生
徒
た
ち

の
感
想
の
中
に
、「
こ
れ
か
ら

の
面
接
試
験
で
、
今
日
教
え
ら

れ
た
山
田
の
魅
力
を
自
信
を

持
っ
て
言
お
う
と
思
う
」「
私

た
ち
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
よ

り
良
い
山
田
を
創
ろ
う
」
と
あ

り
ま
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

松
本
幸
三
は
、

安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
松
本

六
之
助
の
次
男

と
し
て
山
田
村

に
生
ま
れ
た
。

漢
字
や
数
学
を

大
久
保
直
樹
に

学
び
、
明
治
九

年
二
十
二
歳
の

時
、
横
浜
灯
台

局
に
就
職
し
た
。

明
治
十
三
年
、

灯
台
局
を
辞
め
、

単
身
北
海
道
稚わ

っ
か

内な
い

村
に
赴
い
た
。

幸
三
は
、
漁
業

家
小
林
忠
吉
に

雇
わ
れ
二
年
間

働
い
た
後
、
同

十
五
年
、
同
村

の
有
力
な
漁
業
家
泉い

ず
み

谷や

伊
兵
衛
に
雇

わ
れ
、
漁
場
取
締
と
な
っ
た
。

り
大
き
な
収
益
を
得
た
。
幸

三
は
泉
谷
に
帰
郷
を
促
し
た

が
、
彼
は
豊
漁
は
一
時
的
な

も
の
で
、
将
来
の
見
込
み
が

な
い
こ
と
を
主
張
、
幸
三
に

実
印
を
渡
し
、
す
べ
て
を
売

却
し
て
負
債
を
償
却
し
て
ほ

し
い
と
委
任
さ
れ
た
。

幸
三
は
、
泉
谷
に
関
わ
る

全
責
任
を
負
い
、
泉
谷
の
代

理
と
し
て
マ
シ
ポ
ポ
イ
、
メ

ク
マ
、
フ
フ
カ
ル
の
鮭
漁
場

の
権
利
を
取
得
、
豊
漁
に
恵

宗
谷
警
察
署
の
新
築
に
あ
た
り
、
大

工
を
提
供
、
道
路
改
修
や
橋
梁
架
設

に
私
費
を
投
じ
た
。
明
治
二
十
七
年

稚
内
小
学
校
尻
臼
分
校
、
宗
谷
分
校

新
築
に
大
金
を
寄
付
、
巡
査
駐
在
所

建
設
発
起
人
代
表
と
し
て
こ
れ
を
実

現
し
た
。
同
二
十
八
年
小
学
校
区
学

務
委
員
に
推
さ
れ
、
同
二
十
九
年
に

は
尻
臼
郵
便
局
長
に
就
任
し
た
。

幸
三
は
尻
臼
（
現
在
稚
内
市
大
岬
）

に
お
い
て
、
明
治
三
十
八
年
四
月
、

五
十
一
年
の
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
終

え
た
。

臼
の
殖
産
を
志
し
、
入

地
者
の
面
倒
を
よ
く
見
、

公
共
的
な
事
業
に
尽
力

し
た
。
明
治
二
十
三
年
、

増ま
し

毛け

│
稚
内
間
電
信
架

設
の
際
、
電
柱
を
寄
贈
、

ま
れ
経
済
基
盤
を
確
保
し
、
泉
谷
の

帰
宅
を
促
し
実
印
を
返
却
し
た
。
こ

の
忠
誠
ぶ
り
は
村
の
話
題
に
な
っ
た
。

幸
三
は
主
家
を
守
っ
た
恩
賞
と
し

て
金
百
円
と
漁
船
二
艘
を
貰
い
受
け
、

初
め
て
独
立
、
明
治
二
十
一
年
尻
臼

に
漁
場
を
構
え
た
。
尻
臼
の
地
は
人

の
住
め
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ

た
。
幸
三
は
土
地
を
整
備
し
、
耕
地

を
つ
く
り
、
野
菜
、
果
物
を
栽
培
し
、

漁
場
の
拡
張
に
つ
と
め
、
移
民
の
勧

誘
、
土
着
に
努
め
た
。

幸
三
は
親
分
肌
の
漁
業
者
で
、
尻

北
海
道
尻
臼
を
開
拓
し
た

松
　
本
　
幸
　
三

幸
三
は
宗そ

う

谷や

の
尻し

り

臼う
す

に
漁
場

の
許
可
を
得
、
多
く
の
人
を
雇

い
、
泉
谷
と
鮭
漁
を
は
じ
め
、

同
十
六
年
の
秋
、
初
め
て
の
網

は
大
漁
、
泉
谷
は
鮭
を
売
り
さ

ば
く
た
め
函
館
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
悪
徳
業
者
に
ひ
っ
か

か
り
大
損
害
、
責
任
を
感
じ
た

泉
谷
は
函
館
に
留
ま
り
帰
ら
な

か
っ
た
。

翌
十
七
年
の
春
、
三
十
歳
の

幸
三
は
自
ら
奔
走
、
資
金
を
集
め
鰊に

し
ん

漁
に
取
り
組
み
、
こ
の
年
大
漁
と
な
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

松本幸三の活躍が紹介された「月刊
道北（昭和53年２月号）」の写し


